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今回作成したアプリケーションのソース
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先月作成したアプリケーションのソース
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今回使用するテーブルのCREATE文とデー
タを作成するINSERT文
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前回はWebアプリケーションの

仕組みを見るためにWebアプリケ

ーションの骨組みとなる部分を作

成しました。今回はいよいよデータ

更新など、データベースとやり取り

する部分を作りこんでゆきます。今

回のテーマは、

Web特有のデータのやり取りを理

解しよう

です。

■■■データの整合性

Windowsアプリケーションでは

データベースのデータをいったん

DataSetに格納し、それ以降はData

Set内のデータを操作します。そし

てデータベースに保存したい場合

は変更のあった部分をデータベー

スに対して更新をかけます。ユーザ

ーがDataSet内のデータを処理して

いる間にデータベースの値が変更

されることも考えられますが、それ

を検知するために「DataSetには元

の値と変更後の新しい値を保持し

ておく仕組みがある」ことは以前

解説しました。

ところが、この仕組みをそのまま

Webアプリケーションに使用する

ことは難しいのです。Webアプリ

ケーションでは、Webサーバーはデ

ータベースからデータを取得しても

ユーザーへHTMLを送信してしま

うと、取得した値をきれいさっぱり

忘れてしまうからです。ViewState

を利用してHTML内にDataSetの情

報をすべて書き込めば問題は解決

しますが、後で述べるとおりこれは

非常に問題の多い方法です。Web

サーバーのメモリにDataSetを保存

しておく方法もありますが、この方

はじめに

Webアプリケーション
でのデータ保持

SQL Server
プログラミング

再入門Webアプリケーションで
データのやり取りを
してみよう 株式会社システムインテグレータ

湯尾 守 YUO, Mamoru

http://www.sint.co.jp/

DBアプリケーションなんて
カンタンだ！

11第

回



162 dotNET Magazine 2004 Sep.

法にも問題があります。

もちろんViewStateにすべて書き込んだり、サーバー

のメモリを利用する方法をとる選択肢もないわけではあ

りませんが、通常は問題のあるこれらの方法は使わず、

1レコードごとにデータベースに更新をかけます。View

Stateに大きなデータを保存するのは問題がありますが1

レコードだけならあまり問題にならないからです。

■■■ ViewStateの利用法

特にコードを書かなくても画面に表示されているデー

タはViewStateに保存されます。そうしないと、次のリ

クエストのときに元のHTMLを復元できなくなるからで

す。しかし画面に表示されない項目は基本的にView

Stateに保存されません。たとえば、DataGridのページ

ング機能を利用した場合、画面上に表示されているペー

ジのデータはViewStateに保存されていますが、現在表

示していないページの情報（1ページ目を表示している

場合の2ページ目以降のページの情報）はViewStateに保

存されません。したがって、DataGridのページングを利

用すればViewStateに保存されるデータはさほど大きな

ものにはならず、ほとんど問題はありません。

ただしテキストボックスなどの入力項目の変更前の値

を後で取得したい場合、明示的にViewStateに保存して

おかなくてはなりません。

■■■テンプレート列の使用

今回は先月作成したサンプルにデータベースに対する

更新のロジックを実装してゆきます。

まず、先月のサンプルですが行を編集状態にすると生

年月日や入社日の列のテキストボックスが大きすぎて非

常に不恰好です。また、部門はリストから選ぶ形式のほ

うがよいでしょう。しかし、DataGridの単純なデータソ

ースのデータを表示するための「バインド列」ではテキ

ストボックス以外のコントロールを使用することはおろ

かテキストボックスの大きさを調整することすらできま

せん。

各セルの表示をコントロールするためにはバインド列

でなく“テンプレート列”を使用する必要があります。テ

ンプレート列はセルの内容を自由に記述できる列です

が、イチから作るとなるとそれなりに面倒です。しかしこ

のテンプレート列もプロパティビルダから作成できます。

先月作成したアプリケーションのDataGridのプロパテ

ィビルダを開き、列のタブにある部門の列を選択すると

左下に［この列をテンプレート列に変換する］というリ

ンクが現われます（図1）。これをクリックするだけで、

この部門の列をテンプレート列に変換できます。テンプ

レート列に変換するとソートに利用していた「式の並べ

替え」など、一部のプロパティがクリアされてしまうの

で、元の値に戻しておいてください。

テンプレート列の内容を編集するにはいったんプロパ

ティビルダを閉じ、データグリッドを右クリックすると

表示される［テンプレートの編集］から編集したい列を

選択します（図2）。表示されるテンプレート列用のエデ

ィタは一番上から、

・ヘッダ（HeaderTemplate）

・表示行（ItemTemplate）

・編集行（EditItemTemplate）

・フッタ（FooterTemplate）
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図1：テンプレート列への変換データを操作するWebアプリ
ケーションを作ってみよう




